
広報によど川
平成26年6月1日発行（No.107）

2014

月号6

仁淀川町にもあった！
「ナンジャモンジャ」の花（下名野川）

正式名称「ヒトツバタゴ」
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←名野川磐門神楽　【豊熟の舞】

《3》 広報によど川 6月号 広報によど川 6月号 《2》

５月１７日　大渡ダム公園古民家前で「地域の宝　

仁淀川町の神楽・伝統文化」が行われました。

　都の太鼓踊りの太鼓の響きと歌に合わせて扇子が

ひらひらと舞う風流な光景で幕を開け、椿山太鼓踊

りでは、両手の撥を打ち振り上げるたびに撥の白い

「かなば」の房が、花咲く如く頭上にふくらみ幽玄

の世界へといざないます。

　続いて、国の重要無形民俗文化財に指定されてい

る三神楽の舞が舞殿を彩ります。池川神楽、名野川

磐門神楽、安居神楽の順で古式ゆかしい舞が披露さ

れ、新緑の風が吹き抜ける舞台で幻想的な世界が繰

り広げられました。

　この町には、古き昔から脈々と語り伝えられてき

た、かけがえのないものが連綿と次の世代に継がれ

ています。こうして伝えられたものを守りぬいてい

く強固な意思が今もしっかりと根付いています。

５月17日　山中寿之さん宅(竹ノ谷)の約100種

のバラが見ごろを迎え、バイオリンとキーボー

ドによるコンサートが行われました。

  今回コンサートを行ったのは、ボランティア

コンサートグループ「うぃず(池本早苗代表)」

のメンバーら７人。主催した山中喜代子さんの

友人の紹介により実現し、今回で４回目。華や

かなバラの香りに誘われて訪れた人たちは、

「カノン」や「星に願い」など、心地よい風を感じながら、

春の音色を堪能。最後に「バラが咲いた」を全員で合唱し、

会場には美しいハーモニーが広がりました。

　山中さんは、「近所の人に身近な場所で普段聴けない音楽

を届けることができて良かった。これからも続けていきたい

ですね」と嬉しそうに話していました。
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名野川磐門神楽を披露した後、大黒主から
訪れた人たちに福銭が手渡されました

安居神楽　【二天の舞】→
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高 知 県 消 防 大 会
～長年の功績をたたえて、本町関係者に消防庁長官表彰、知事表彰、日本消防協会長表彰～

４月23日　高知市で高知県消防大会が開催され、本町からは消

防団長、副団長らが出席しました。

　大会では、消防防災に功労のあった消防機関および消防関係

者が県知事から表彰されたほか、昨年度の叙勲の披露や消防庁

長官表彰、日本消防協会長表彰の披露がありました。

  本町の主な被表彰者は次の方々です。

◆消防庁長官表彰（永年勤続功労章）

　片岡幸太郎（大崎分団分団長 勤続３５年）

◆消防団120年・自治体消防65周年記念表彰永年勤続功労章

（永年勤続功労者表彰）

　岡﨑　定春（狩山分団分団長 勤続５４年)

　大田太猪助（池川分団班長 勤続５０年）

◆日本消防協会長表彰

（優良消防団竿頭綬）仁淀川町消防団

（功績章）野々宮正輝 (消防団副団長 勤続３９年)

（精績章）上尾勝日己 (消防団副団長 勤続３２年)

◆高知県知事表彰（内助功労者）

　片岡美代子（片岡憲夫・消防団副団長婦人 憲夫氏勤続３１年）

　堀岡　和美（堀岡淳介・狩山分団部長夫人 淳介氏勤続３０年）

　山本　佳子（山本栄司・別枝分団団員夫人 栄司氏勤続３２年）

片岡さんご夫妻

山本さんご夫妻
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清流中津川で釣りを満喫
あめご釣り大会

地元で盛んなお茶への理解を深める
各小学校で茶摘み体験や茶工場見学

茶の香り楽しむ　別府小

地元農家と手摘みに挑戦　長者小

秋葉の里を堪能

５月16日　古田でお茶を栽培している大野佐勝さんの茶畑で茶摘み体

験が行われ、長者小学校の１、２年生８人が参加しました。この日は

大野さんが講師となって茶摘みの仕方を伝授。児童は教わったとおり

次々と茶葉を摘み取っていきました。

　茶摘みを満喫した児童は、「お茶の新芽は柔らかくてつるつるやっ

た」、「初めて摘んだけど、上手にできて嬉しかっ

た」、「古い葉をとらんように新芽だけ摘むのが難

しかった」と生き生きとした表情を見せていました。大野さんは、「１７年前、孫が１

年生のときから始めて、これまでたくさんの子どもたちを見てきたが、今年の子どもた

ちも丁寧によく摘んでくれた」と茶摘みを楽しむ児童の姿に目を細めていました。

５月８日　別府小学校３、４年生の児童２０人が

茶摘みから釜いりまでを体験。午前中舟野にある

谷脇洋輔さんの茶畑で茶摘みに挑戦。その後は地

域の方の指導のもと、茶葉の釜いりや手もみを実

践。茶葉を釜でいり始めると、グラウンド一面に

お茶の香ばしい香りが広がり、児童の顔がほころ

びました。

　手もみなどを指導した西森孝四郎さんは、「最

後まで丁寧にようやってくれた。お茶に興味を持

ってくれたようで嬉しく思います。地域と子ども

たちが一緒にできることをこれからも続けていき

たい」と話していました。

４月27日　山村自然楽校しもなの郷周辺

の中津川で「第９回あめご釣り大会」が

行われ、町内外から約１２０人が参加し

ました。

　会場は開始の合図を待つ参加者の熱気

で溢れ、午前８時半、中西二三会長の

「始めてください！」の声が響くと、釣

り人たちの竿が、一気に中津川に投げ込

まれました。今年は新たに家族エリアが設けられ、家族でも気軽に安心して楽しむ

ことができ、大好評でした。また、小学生以下対象のアメゴのつかみ取りでは、水

面をにらみながら悪戦苦闘する子どもに参加者から声援が送られ、最大の盛り上が

りの時間となりました。昼食では、地元で採れたソバを使った手打ちそばが大人気。

いたどりやワラビなどの山菜も店頭に並び、にぎわいを見せていました。

　成績はアメゴの寸法で競われ、優勝から３位までの差は0.8㌢と僅差の中、いの町

の鳥原成人さんが27.8㌢で優勝しました。

５月18日　秋葉まつりの里を元気にする会「えんこ巌」(中越伊勢夫

会長)主催の茶摘みから釜いり作業までを体験する『秋葉の里の釜炒

り茶づくり』が行われ、２７人が参加しました。

　茶摘み体験では、説明の後、畑に入るなり両手で次々と摘んでい

くベテランの無駄のない動きに見とれてしまう場面も。参加者の中

には周りの景色を眺めるのも忘れて摘み取っている人もいました。

釜いりでは、熱さと煙に奮闘しながらもスタッフの細やかな指導に

より、無事すべての作業を終えました。

　待ちに待った昼食では、えんこ巌調理部の手料理をバイキング形

式で堪能。絶妙な味付けに何度もおかわりする人も。昼食後は、乾

燥するまでの間を使い、お茶の入れ方の説明やおやつの「いりも

ち」に舌鼓を打ちました。最後に乾燥してでき上がった力作のお茶

をお土産に持ち帰りました。

　参加の動機を尋ねると「やっぱり食！地元食材を使った手料理や

ね」、「無農薬が一番の魅力。ここのお茶を友達に出したら大好評

で、早く持って帰ってみんなに飲ませたい」と、このイベントには

いろいろな魅力や楽しみがあることを参加者は教えてくれました。

　４月下旬から町内各地で、つやつやに輝く一番茶の収穫が始ま

りました。斜面に広がる茶畑には鮮やかな若葉が広がり、５月上

旬に最盛期を迎えました。

　町内各小学校では、総合的な学習など、授業の一環として茶摘

み体験や茶工場見学といった、お茶への理解を深める取り組みが

行われました。その取り組みを紹介します。
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茶工場に興味津々　池川小

５月７日  農事組合法人池川茶業組合（竹村雄幸

組合長）の製茶工場で工場見学が行われ、池川小

学校３、４年生の児童21人が参加し、自分よりも

大きな機械に目を輝かせながら見入っていました。

　その後に質問時間が設けられると、次々に質問

が。実際にお茶に触れ、製造工程を知ることで、

お茶についての関心が高まりました。

  見学終了後、竹村雄幸さんは、「みんなにおい

しいお茶を飲んでもらいたいという思いで作って

います。ジュースばっかり飲まんと、地元のおい

しいお茶をいっぱい飲んでよ」と笑顔で児童にメ

ッセージを送りました。
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地元の景色を楽しみ、おいしい空気を味わい
ながら手摘みします
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★出品者も募集しています！！
　■町内の方ならどなたでも出品できます

　　※登録が必要ですので、前日までに電話で

　　　お申し込みください

　■出品物の搬入：当日午前６時から

　■販売手数料　：売上金の20％

◆申し込み・問い合わせ

　仁淀川町下名野川６１９番地　

　山村自然楽校「しもなの郷」

　☎０８８９－３６－０００５(ＦＡＸ兼用)　　　

　ホームページ

　http://www.shimona23.com
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池川中１７年ぶりの頂点
県中学校春季ソフトボール大会

新チーム２大会目で準優勝　高知市スポーツ少年団春季交歓大会

新緑の中、
　　雪が降り積もったような風情

６／15　しもなの郷「山のなんでも市」

梅
５月17日　第44回高知市スポーツ少年団春季交歓大会ソフトボールの部が城ノ平運動公園で行われ、

町内から仁淀スポーツ少年団と大崎・池川ジュニアが出場しました。

　今年４月、団員の確保に苦慮していた別

府メッツジュニアと長者アタッカーズがひ

とつとなり、仁淀スポーツ少年団として、

新たなスタートを切りました。週１～２回

と限られたなかで合同練習を行うなどして、

チームワークを高めてきた結果、新チーム

として臨んだ２大会目で見事準優勝。大

崎・池川ジュニアは予選リーグで敗退しま

したが、両チームともに元気あふれるプレ

ーを見せてくれました。

４月２６日～２７日　県中学校春季ソ

フトボール大会が春野運動公園で行わ

れ、町内から池川中と仁淀中が出場し

ました。

　両校ともに順当に勝ち進み、準決勝

で激突し、３対０で池川中が勝利しま

した。

　決勝では、須崎南・北ノ川に中盤１

点を先制される苦しい展開にも粘りを

見せ、６回に３点を挙げ、逆転勝ちで

見事17年ぶりの優勝を果たしました。
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。　山にある物、とれた物、作った物を販売する「山

のなんでも市」を開催します。

　山野草、盆栽、花、苗木、農産物、木工品、竹製

品、骨董品などのほか、引き出物やお返し物など未

使用品も出品。

おいしい田舎料

理もご用意して

いますので、山

村ならではの市

場にぜひお越し

ください。

　◆日時  ６月1５日(日) ９時～１５時

　◆場所  山村自然楽校「しもなの郷」
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６／15～　だんだんの里で「第9回花しょうぶまつり」
  色鮮やかに咲き誇る花しょうぶを見に出掛けてみ

ませんか。期間中は地場産品の販売も行いますので、

皆さまお誘い合わせの上ご来場ください。

　◆日時：６月15日(日)～22日(日)10時～14時　

　　　　　※15日は15時まで

　◆場所：仁淀川町長者（棚田周辺）

　◆問い合わせ　

  　だんだんくらぶ事務局 ☎３２－２０２８(西森)

～ 梅収穫と田舎料理を楽しむツアー ～
新緑あふれる、仁淀川町の自然・・・

ほんのり甘い香りに包まれながら、梅の収穫を楽しみませんか！

◆日　　時　６月１４日 (土)　１０時～１４時 (小雨決行)

◆受　　付　午前９時３０分～　　　　　　

◆集合場所　仁淀川町観光センター (仁淀川町高瀬３８６９番地）

◆定　　員  ２０人　※６月１２日までにお申し込みください

◆参 加 費　大　人　３，０００円

　　　　　　子ども　１，５００円 (５歳以上小学６年生以下)　

　　　　　　※昼食代含む。５歳未満のお子さまには無料で昼食をご用意します

◆その他　　梅は一人２キロまでお持ち帰りいただけます。

◆申し込み・問い合わせ

　安居渓谷　宝来荘 (井上)　 ☎０８８９－３４－３７１９

仁淀川町のイベント
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住宅の改修費用を補助します
　町では、移住者または

移住者に住宅を提供する

人が行う住宅の改修に要

する経費に対し、補助金

を交付します。

〇補助対象者

①町に住所がなく、町外に５年以上住んでおり、

住宅改修後は町に住所をおく人

②町に住所をおいて１年未満で、それ以前は町外

に５年以上住んでいた人

③②の人に住宅の提供または提供予定の住宅所有

者

〇補助金の交付要件

①「仁淀川町空き家情報システム」に登録または

登録実績がある個人が所有する住宅

②住宅に係る賃貸借契約または売買契約が、住宅

所有者と締結されていること

③移住者が改修を行う場合は、所有者に改修工事

の同意等が得られていること

④住宅改修完了後５年間は移住者の居住用住宅と

すること

〇補助対象経費

　住宅の改修に係る費用(委託料・工事請負費)　

　※廃棄物運搬および処分費は除く

〇補助率　１／２以内(限度額50万円)

　※補助金額が５万円未満の場合は交付しない

○その他　工事前に申請が必要です

「町産材の家」を建てよう！増改築も助成対象
新築に最大360万円・増改築は最大175万円（県補助含む）

移住に対する補助金をご活用ください
※事前に手続き等をご確認ください

　町では、町産の乾燥材を使用した良質で長持ちし、安心して生活できる木造住宅の建築を促進

し、町産材の需要の拡大、生活環境の向上、地域経済の活性化、定住促進、循環型社会の構築を図

るため「町産材の家」推進・奨励事業を設けています。

対　象：新築または増改築をされる方

要　件：下記の要件にすべて該当する必要があります

①居住用であること　（店舗等の併用住宅の場合も居住部分は対象となります）

②町産材の使用割合等について

 【新築（県事業該当分）】構造材の７０㌫以上　【新築（町単独分）・増改築】０.５㎥以上使用

③申請期限等について

 【新築（県事業該当分）】県の「こうちの木の住まいづくり助成事業」の交付決定日から６０日以内に申請

 【新築（町単独分）・増改築】工事の完了日から６０日以内に申請

助成額：【新築（県事業該当分）】最高２３０万円　【新築（町単独分）・増改築】最高７５万円

申請方法：申請書に必要書類を添付して提出してください

※申請書は町ホームページからダウンロードできます

申請先・問い合わせ：仁淀川町役場企画課　☎３５－１０８２

○県の補助対象住宅は瑕疵担保責任保険加入住宅が対象です。

 （県事業の問い合わせは高知県木材産業課　☎08 8－8 2 1－4 5 9 2）

県補助金を申請しなければ
町補助金はもらえません

町補助金だけでも
申請できます

随時受付中

移住等に要する費用を補助します
　町では、移住者が「仁淀川町空き家情報システ

ム」に登録されている空き家に入居した場合、移

住等に要する費用について、補助金を交付します。

〇補助対象者

①仁淀川町に転入して１年未満で、それ以前は町

外に５年以上住んでいた人

②住宅所有者との間において相続権がない人

③町税等について滞納がない人

〇補助対象経費

荷物送料、不動産契約料等、その他移住に関わ

る経費

〇補助金の額

　移住者１世帯につき最高５万円

○その他

住宅の賃貸の開始、引き渡し後、または仁淀川

町に住所を定めた日から30日以内に申請が必

要です

　補助条件等、詳細につい

ては企画課まで、お気軽に

お問い合わせください。

■問い合わせ・申し込み

　仁淀川町役場企画課

　☎３５－１０８２ 仁淀川町移住相談員

大野 耕

　高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
人
材
情
報
シ

ス
テ
ム
は
、
高
知
県
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
希
望
者(

県
外
在
住
既
卒
者)

と

県
内
求
人
企
業
の
双
方
に
、
求
人
・
求

職
情
報
の
提
供
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
県
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族

や
お
知
り
合
い
の
方
に
も
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　申
込
書
の
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
左

記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
企
業
就
職
等

　支
援
セ
ン
タ
ー

　高
知
市
丸
ノ
内
１
―
２
―
２
０

　高
知
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
働
政
策

　課
内

　　フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　☎
０
１
２
０
・
１
０
３
・
２
４
５

　（
平
日
９
時
〜
16
時
）

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://u
i-tu
rn
.p
re
f.k
o
ch
i.lg
.jp

高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

人
材
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ご
案
内

たがやす
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こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

①
噛
ん
だ
も
の
の
口
移
し
、

食
器
の
共
有
を
し
な
い
よ
う
に

し
よ
う

　　生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
の
口
の
中
に
は
む
し
歯
菌
は

存
在
し
ま
せ
ん
が
、
む
し
歯
菌

の
多
く
は
「
だ
液
」
を
通
し
て

感
染
し
ま
す
。
口
の
中
の
む
し

歯
菌
が
少
な
い
と
、
む
し
歯
の

危
険
性
も
低
く
な
り
ま
す
。

　
②
規
則
正
し
い
食
生
活

　食
事
で
注
意
し
た
い
の
は
、

あ
め
や
ソ
フ
ト
キ
ャ
ン
デ
ィ
、

ジ
ュ
ー
ス
や
イ
オ
ン
飲
料
を

「
だ
ら
だ
ら
と
食
べ
（
飲
ま
）

さ
せ
な
い
」
こ
と
で
す
。
時
間

や
量
を
決
め
て
与
え
る
こ
と
や

子
ど
も
が
上
手
に
か
ん
で
飲
み

込
め
る
か
た
さ
の
食
事
に
す
る

こ
と
は
だ
液
の
分
泌
が
さ
か
ん

に
な
り
、
む
し
歯
予
防
効
果
が

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

③
仕
上
げ
み
が
き
、
自
分
み
が
き
、

フ
ッ
素
み
が
き
！

　　子
ど
も
専
用
の
歯
ブ
ラ
シ
を

持
た
せ
て
歯
ブ
ラ
シ
・
歯
み
が

き
に
慣
れ
さ
せ
、
食
後
・
寝
る

前
の
保
護
者
に
よ
る
仕
上
げ
み

が
き
を
続
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

む
し
歯
菌
の
働
き
を
抑
え
、
歯

の
表
面
を
強
く
す
る
と
い
わ
れ

る
フ
ッ
素
を
利
用
す
る
と
予
防

効
果
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
子
ど

も
向
け
の
フ
ッ
素
ス
プ
レ
ー
や

は
み
が
き
剤
も
市
販
が
あ
る
の

で
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　町
内
４
カ
所
の
保
育
所

（
園
）
で
も
フ
ッ
素
洗
口
で
の

む
し
歯
予
防
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
定
期
的
に
健
診
を
受
診
し
よ
う

　　仁
淀
川
町
で
は
、
２
歳
半
〜

３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
「
２
歳
児
歯
科
健
診
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
歯
科
健
診
で

は
、
む
し
歯
や
歯
並
び
の
チ
ェ

ッ
ク
、
保
護
者
へ
の
歯
み
が
き

指
導
や
む
し
歯
予
防
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望

者
に
は
無
料
の
フ
ッ
素
塗
布
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
診
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

１
歳
６
カ
月
児
健
診
、
３
歳
児

健
診
で
も
無
料
で
フ
ッ
素
塗
布

を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
診
以
外

で
も
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を

持
ち
、
年
３
回
程
度
の
フ
ッ
素

塗
布
・
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

る
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。

　子どもの歯は乳歯や生えはじめの永久歯、歯並びの変化によりむし歯にな

りやすいため、乳幼児健診でのフッ素塗布や町内４カ所の保育所(園)でのフ

ッ素洗口に取り組んでいます。その結果、家庭でのむし歯予防への関心が高

まり、仁淀川町でも平成２２年より減少しています。しかし、３歳の子ども

の４人に１人はむし歯をもっているのが現状です。

　日本脳炎【定期】予防接種につきましては、予防接種後に重い病気になった事例が発生したため、平

成１７年度から平成２１年度まで予防接種のご案内を見合わせていましたが、新たなワクチンが開発さ

れ、平成２２年４月１日から通常どおり受けられるようになりました。１期・２期の接種が終わってい

ない方は、１９歳まで無料で接種することができますので、母子健康手帳を確認し、接種が不足してい

る場合は接種を受けるようにしましょう。

むし歯ゼロで輝くわが子・わが孫の歯っぴいスマイル！

■むし歯をもつ

　割合(３歳児)  

　24％

■子どもの歯の仕

　上げみがきをす

　る保護者の割合

　66～98％

●
子
ど
も
の
歯
を
む
し
歯
か
ら
守
ろ
う

歯っぴいスマイル歯っぴいスマイル
は

これからもピカピカの歯を守ってね！

～むし歯ゼロの3歳児～

藤野　文歌ちゃん
（下名野川）

き   こはる とこう があや か

片岡　晃雅くん
（二子野）

掛水　陽斗くん
（奈呂）

濱端　祁誇ちゃん
（日鉄宮ヶ坪）

2月28日に行った3歳児健診で、むし歯のなかった元気なお子さんを紹介します。

６月の予定行事   (仁淀川町母子支援事業)▲

17日(火) 小児科医の相談会・講話（10:00～15：00）  

 場所：子育て支援センターホール内ひまわり広場▲

2６日(木) 助産師のお話（13：30～15：00）

 場所：仁淀川町中央公民館
問い合わせ　仁淀川町地域子育て支援センター

　　　　　　 (仁淀川町大崎200)　☎・　３５－０４３３

子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
子育てに悩みや不安はありませんか？

より良い環境で子育てができるように支援をします。

　仁淀川町母子支援事業は子

育てママやプレママ、どなた

でも参加できます♪

　この機会にぜひ悩みや不安

を解消し、楽しく子育てがで

きることを願っています☆

日本脳炎の予防接種を受けましょう

★1期初回接種2回と追加接種1回の計3回で基礎免疫が完了し、その後２期接種を行います。

★標準的な接種年齢は、１期初回：３歳、１期追加：４歳、２期：９歳です。

★日本脳炎とは、日本脳炎ウィルスの感染によって起こる脳や脊髄等の病気で、ブタ等の動物の体

　内でウィルスが増殖した後、そのブタを刺したコガタアカイエカ等が人を刺すことによって感染

　します。

★参考情報　厚生労働省ＨＰ「日本脳炎の予防接種についてのご案内」

　　http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou20/annai.html

問い合わせ　仁淀川町役場保健福祉課　☎３５-０８８８　池川総合支所健康福祉課　☎３４-２１１２

　　　　　　仁淀総合支所健康福祉課　☎３２-１１３２
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■■■お知らせコーナー■■■

　東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

緊
急
に
地
方
公
共
団
体
が
実
施

す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
要

す
る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る

た
め
、
臨
時
の
措
置
と
し
て
個

人
住
民
税
の
均
等
割
の
標
準
税

率
に
つ
い
て
、
地
方
税
法
の
特

例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

　そ
の
た
め
、
平
成
26
年
度
か

ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
町
民
税

お
よ
び
県
民
税
の
均
等
割
税
額

が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
ず
つ
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　防
災
・
減
災
に
必
要
な
財
源

と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・

町
県
民
税
の
均
等
割
額
が
変
わ
り
ま
す

毎
年
6
月
は

     

「
食
育
月
間
」

毎
月
１９
日
は

     

「
食
育
の
日
」

　食
は
、
生
き
る
力
を
身
に
つ

け
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
で

い
く
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

　国
や
県
・
市
町
村
で
は
、
健

全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と

が
で
き
る
食
育
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　食
育
に
よ
り
、
「
食
」
に
関

す
る
知
識
と
「
食
」
を
選
択
す

る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生

活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る

人
間
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　県

で
は
、
毎
月
19
日
を
「
家

族
そ
ろ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

日
」
と
設
定
し
、
で
き
る
限
り

地
域
の
食
材
を
使
い
家
族
全
員

で
調
理
し
、
家
族
そ
ろ
っ
て
ゆ

っ
く
り
食
事
を
い
た
だ
き
、
食

育
に
つ
い
て
考
え
実
践
す
る
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

（
中
央
西
地
区
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
・
中
央
西
福
祉
保
健

所
）

薬物乱用防止 高知県「ダメ。ゼッタイ。」普及運動

国民年金保険料は遅れずにきちんと納めましょう！

　誘われても「ダメ。ゼッタイ。」と断る勇

気を持とう。

　高知県では毎年６月２０日から１カ月間、

高知県「ダメ。ゼッタイ。」普及運動とし

て、薬物乱用防止に関する啓発活動を行って

います。最近では、違法ドラッグ（いわゆる

脱法ドラッグ）による健康被害や検挙事例も

多く発生しています。誘われても「ダメ。ゼ

ッタイ。」と断る勇気を持ちましょう。

　仁淀川町では、９人の薬物乱用防止推進員の方々が学校、イベン

トなどさまざまな機会をとらえて啓発活動を実施しています。

仁淀川町の
　薬物乱用防止推進員
　

　片岡百合子（名野川）

　岡本　香代（大崎）

　片岡　智凖（寺村）

　片岡　和政（大内）

　植田　和生（東村下）

　大野　孝美（五味谷）

　氏次　　司（下土居）

　三浦　利勝（用居）

　西田文四郎（用居）

　国
民
年
金
は
、
老
後
や
も

し
も
の
時
に
あ
な
た
の
大
き

な
支
え
と
な
り
ま
す
。
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
続
く
と
老

後
に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り

か
、
納
付
が
遅
れ
る
こ
と
で

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受

け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
も
し
も
の
時
に
後
悔
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
険

料
は
き
ち
ん
と
納
期
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
は

　国
民
年
金
に
は
、
保
険
料

納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
や

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
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　高
知
西
年
金
事
務
所

　☎
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７

あなたの回答が、日本経済の力になる！
　平成２６年経済センサス‐基礎調査、平成２６年商業統計調査を一体的に実施します。

 「経済センサス‐基礎調査」および「商業統計調査」の調査結果は、国および地方公

共団体における行政施策の立案や、民間企業における経営計画の策定など、社会経済の

発展を支える基礎資料として広く利用されます。

　●調査票は平成26年６月末日までにお届けします。７月１日以降に提出をお願いします。

　●調査の意義・重要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いいたします。

総務省・経済産業省・都道府県・市区町村

■問い合わせ　

　仁淀川町役場企画課

　☎３５－１０８２

　池川総合支所住民課

　☎３４－２１１１

　仁淀総合支所住民課

　☎３２－１１１１

★保険料免除などの承認された期間は、老後に年金を受け取るための資格期間に含まれるだけでな

く、万一の時に、障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取る資格期間にも含まれます。

　また、失業された方は、離職票や失業保険受給資格者証等を添付すれば、前年の所得に関係なく

免除される特例もありますので、必ずご相談ください。　　

※県民税均等割額のうち、500円は森林環境保全の

　ために使われます

■
問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
役
場
税
務
課

　☎
３
５
・
１
０
８
０

均等割 改正前 改正後

  町民税 ３,０００円 ３,５００円

  県民税※ １,５００円 ２,０００円

  年税額 ４,５００円 ５,５００円

INFORMATION
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【臨時福祉給付金】

～自分の農地は自分で守る～

狩猟免許講習会・狩猟免許試験のご案内

■講習会日程（任意：高知県猟友会）

■狩猟免許試験日程

申込方法 受講費用の補助制度があります

特報！！
仁淀川町内でも臨時講習会・臨時試験が予定されています。（※わな猟のみ）

■日程　○臨時講習会 　９月２８日(日)　　○臨時試験　 １０月５日(日)

■場所　仁淀川町中央公民館（※詳細は後日ご連絡します）

児童手当の「現況届」の提出をお願いします

「臨時福祉給付金」・「子育て世帯臨時特例給付金」のお知らせ

　現況届は、毎年６月１日の状況を把握し、６

月分以降の児童手当を引き続き受ける要件（児

童の監護、生計同一関係など）を満たしている

かどうかを確認するためのものです。

　提出がない場合には６月分以降の手当が受け

られなくなるので、ご注意ください。

※提出が必要な方には、現況届の用紙を送付し

ますので、必要事項を記入し、６月３０日ま

でに役場へ提出してください

　平成２６年度の狩猟免許講習会と狩猟免許試験が開

催されます（猟友会・高知県主催）。本町では、イノ

シシ・タヌキ・カラスなどによる農作物被害が深刻な

問題となっています。これらの鳥獣類を捕獲するには

狩猟免許が必要になります。

　イノシシ被害などでお困りの方は、『自分の農地は

自分で守る！』という意識で、この機会にぜひ狩猟免

許を取得してください。　

  講習会や試験に申込みを希望される

場合は、役場に必要書類があります。

内容をご確認のうえ、申込手続きを

行ってください。

　町では事前講習会費用（7,000円）、射

撃講習料（37,000円）の全額を補助する

制度があります。詳しくは、産業建設課

まで問い合わせください。

　平成26年4月から消費税率が8％へ引き上げられたことに伴い、所得の低い方々や子育て世帯への

影響を緩和するため、暫定的・臨時的な措置として、基準日（平成26年1月1日）において仁淀川町

に住民登録がされている方で、それぞれの条件を満たす方に、次の給付金が支給されます。

　仁淀川町での申請期間は、平成26年7月1日から12月26日までを予定しており、申請および支給

手続等、詳細につきましては全戸配布のチラシにてお知らせします。

○支給対象者

　平成26年度分住民税（均等割）が課税されて

いない方。ただし、ご自身を扶養している方が

課税されている場合や、生活保護制度内で対応

される被保護者となっている場合は対象となり

ません

○支給額

　支給対象者1人につき1万円。ただし、支給対

象者が次のいずれかに該当する場合は1人につ

き5千円を加算。

（老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金、

児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者な

ど）

■問い合わせ

　仁淀川町役場町民課　☎ 3 5 - 1 0 8 8

　池川総合支所住民課　☎ 3 4 - 2 1 1 1 　　

　仁淀総合支所住民課　☎ 3 2 - 1 1 1 1

【子育て世帯臨時特例給付金】
○支給対象者

　平成26年1月分の児童手当（特例給付を含

む）の受給者であって、平成25年中の所得が児

童手当の所得制限限度額未満の方

○対象児童

　平成26年1月分の児童手当（特例給付を含

む）の対象となる児童。ただし、臨時福祉給付

金の対象となる児童や生活保護制度内で対応さ

れる被保護者となっている場合は対象となりま

せん

○支給額

　支給対象児童1人につき1万円

■問い合わせ

　仁淀川町役場町民課　　　☎35 - 1 0 8 8

　池川総合支所健康福祉課　☎34 - 2 1 1 2

　仁淀総合支所健康福祉課　☎32 - 1 1 3 2

６月分以降の児童手当を受けるためには「現況届」の提出が必要です！！

■問い合わせ

　仁淀川町役場町民課　　　☎３５－１０８８

　池川総合支所健康福祉課　☎３４－２１１２

　仁淀総合支所健康福祉課　☎３２－１１３２

■制度に関するお問い合わせ

　厚生労働省「２つの給付金に関する専用ダイヤル」　☎０５７０（０３７）１９２
み　な       いいきゅうふ

■問い合わせ　

　仁淀川町役場産業建設課　☎３５－１０８３

　池川総合支所地域振興課　☎３４－２１１４

　仁淀総合支所地域振興課　☎３２－１１１３

※この講習会だけでは狩猟免許は取得できません。別日程の試験を受験してください

試験内容
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危険物に関する知識を深めよう（危険物安全週間 6/8～6/14）

“危険物　読みはまっすぐ　ゼロ災害”
平成26年度危険物安全週間推進標語

　今年も出水シーズンを迎え、えん堤から放流する

機会が多くなります。

　えん堤から放流するときは、あらかじめサイレン

を鳴らしてお知らせしますので、川を利用される方

は、増水に十分ご注意ください。

※四国電力筏津ダムは発電専用であり、ダムへ流れ

込んできた水を発電に使用しますが、雨などで最

大発電を超える水が流れ込んできた場合は、ダム

から放流することとなります

加枝えん堤・土居川えん堤の放流にご注意を　 四国電力からのお願い

問い合わせ　四国電力株式会社筏津ダム管理所

　　　　　　☎２６ー１１７３

 (１)身近な危険物

　一般的に、“危険物”といえばガソリンや灯油、軽油などの燃料類を言います。その他にも接着剤や

スプレー缶、ペンキの薄め液などの溶剤、さらにはアルコール度数の高いお酒までもが消防法の“危険

物”に該当する場合があります。

　一方、これらの製品を利用する人の中には、危険性に対する関心が薄く、安易に取り扱ったり、また

は廃棄したりする人がいたりなど、こうしたことによる火災等の事故が毎年発生しています。

(２)危険物の取り扱い方

　給油したり容器を移し替えたりする場合には、こぼれたりあふれたりしないよ

う、慎重に行いましょう。エンジンや電源は必ず停止した状態で行います。保管

容器を開封する際に手順が必要な場合があるので、説明書をよく読みましょう。

　また、皮膚に付着すると火傷を起こす場合があるので手袋を付けたり、皮膚に

ついた場合はすぐに大量の水で洗い流すようにしましょう。

   　

(３)危険物の保管法

　適切な容器に保管しましょう。ガソリンをポリタンクに保管することはできま

せん。金属製の専用容器を使いましょう。またポリタンクも劣化が進むので、５

年を目安に交換するようにしましょう。なるべく暗く涼しい場所を選び、風雨や

直射日光が当たらないように気を付けてください。

■問い合わせ

　高吾北消防署　☎２６－２１１１　　仁淀川分署　☎３５－００１７

地域おこし協力隊がゆく

　地域おこし協力隊の鈴木洋輔です。

　新緑の季節となり、山の緑、茶畑の緑が美しい季節になって

まいりました。

　今回も消費生活の情報をお届けします。健康器具販売につい

ての注意です。健康器具や健康食品は、以前より悪徳商法によ

く利用される商品です。健康に長生きしたいという心理をつい

ているそうです。最近は、悪質な訪問販売や電話勧誘を規制す

るクーリングオフの制度が一般常識化し、訪問販売や電話勧誘は減少の傾向にあります。

　しかし、新たな商法として空き店舗を間借りし、健康器具や食品を販売する商法があります。店舗

を設けて販売した場合、クーリングオフは原則として適用されなくなります。無料の粗品やセミナー

等と称して間借り店舗に人を集めるなどして商品が販売されます。１台何百万もする高額な商品を購

入させられることもありますので十分ご注意ください。オープン無料サービス等のチラシが舞い込ん

だ際は、どういったお店なのか十分目を通して利用するかしないかを決めてください。その際、複数

で相談することも有効です。　■問い合わせ　仁淀川町役場企画課　☎３５－１０８２

すず　き　よう すけ

～今月は鈴木洋輔隊員～

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　去る４月２４日の午後に、町内の小中学校５校の

全教職員が集まり、総会が開かれました。総会の初

めに、会員紹介があり、今年度仁淀川町に赴任した

新しい先生方も知ることができました。

　総会では、平成２５年度の事業報告や平成26年

度の事業計画および予算の審議と承認がされました。

その後、研究部会に分かれ、今年度の研修活動計画

について話し合いました。今年度から部会の組織が

変わり、小学校と中学校が一緒になって、「知・徳・体」を柱にした６つ（①授業づくり部会②家庭学

習部会③心の教育推進部会④仲間づくり部会⑤健康な体づくり部会⑥体力向上部会）の部会になりまし

た。各部会の活動を通して「仁淀川町教育目標」の実現が図られ、小中連携の強化も進むものと期待さ

れます。

仁淀川町教育研究会の総会

『くらしのサポーター』として
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犬と猫の引き取り日 

女性がん検診(仁淀中学校7:30〜） 

女性がん検診(池川体育館7:30〜） 

女性がん検診(仁淀川町保健センタ
ー7:30〜） 

高齢
者生きがい発揮施設

広 告

ま
き
き
ゃ
は
ん

ぬ
る

こむ
ろ 

う 

じ

仁淀川町行事カレンダー（6月・7月）……… ………

防災講演会のご案内

  『南海地震に備えて　～私たちの生命を守るために何ができるか～』

　池川小学校では参観授業の後、下記日程で防災学習を開催します。

　地域の皆さんの参加をお待ちしています。 

　　■日　　　時　６月29日(日)　１４：１５～１５：４５

　　■場　　　所　池川小学校体育館

　　■講　　　師　高知大学総合研究センター　特任教授　岡村 眞

　　■問い合わせ　池川小学校　☎３４－３０２５

昨
年
、
別
府
小
学
校
で
行
わ
れ
た
岡
村
先

生
の
防
災
講
演
会
で
の
一
場
面
。
日
頃
か

ら
十
分
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
と
の
こ
と
。

説
得
力
の
あ
る
内
容
で
大
好
評
で
し
た

行政・人権・心配ごと相談
(池川保健福祉センター10:00〜）

健康相談(北川集会所10:30〜）

用居

健康相談(相ノ谷集会所10:30〜)

いきいきデイ

大屋集会所10:30〜）
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広報によど川 6月号 《20》《21》 広報によど川 6月号

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「図書カード」を正解者の中から抽選で 1

名様に。（当選者の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成26年5月1日現在

  人　口6,237人     （-8）

  　  男　2,914人　　　　　 

  　  女　3,323人　　　　　 

 　  世帯数3,273世帯  （-2）    

4月中の届出

転入24人　 転出23人

出生  0人　 死亡  9人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。
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編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　伊藤和之さん宅(竹ノ谷)で、

妻の細美さんが丹精込めて育

てたバラ約２５０種類が見ごろ

を迎え、色とりどりの花や甘い

香りが訪れた人を楽しませて

いました。

（竹ノ谷　５月１６日撮影）

第107回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　6/20（金）必着

・
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野
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た
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1

　目
の
涙
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
る
液
体

2

　思
い
の
ま
ま
に
ま
か
せ
る
こ
と
。
そ
の

人
の
自
由
意
思
に
ま
か
せ
る
こ
と  

3

　心
の
中
に
解
消
さ
れ
な
い
で
残
っ
て
い

る
不
信
や
疑
念

４

　と
り
た
て
て
非
難
す
べ
き
点
も
な
い

が
、
さ
し
て
す
ぐ
れ
て
も
い
な
い
こ
と

5

　塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
主
な
成
分
と
し
、

海
水
の
乾
燥
、
岩
塩
の
採
掘
に
よ
っ
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生
産
さ
れ
る
物
質

6

　交
際
し
て
い
る
相
手
の
人
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の
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に
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起
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11
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12
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と
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党

の
こ
と

16

　紙
幣
。
お
さ
つ

☆
よ
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治
時
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ら
始
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演
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と
も
い
う

7
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ピ
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ソ
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次
い
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き
い
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し
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事
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を
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る
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ま
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そ
の
地
位
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ネ
科
の
多
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生
植
物
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大
型
の
も
の

を
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ケ
と
呼
ぶ
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し
て
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に
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れ
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次
の
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身
に
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ごめい福をお祈りいたします

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０
※交通安全協会は皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします

交通安全協会からの
お知らせ

交通安全協会からの
お知らせ

交通安全協会からの
お知らせ

　新年度になり、管内の小・中学校、

保育園・幼稚園では交通安全教室・

自転車指導が行われています。

　教室では交通安全啓発の映像を

見たり、警察官指導のもと、正し

い交通ルールを真剣に学習していました。教室で学んだことを忘

れず、交通事故に遭わないように気をつけましょう。 

　路面が滑り

やすくなるの

で、急なハン

ドル・ブレー

キ操作は厳禁

です。

　また、スピードを落と

し、車間距離も長めに保

ちましょう。

 歩行者は傘な

どで視界が狭く

なります。車や

バイクも、ミラ

ーについた水滴

や、他車の水しぶき等で視

界が悪くなりますので、歩

行者もドライバーも安全確

認を入念に行いましょう。

雨の日の交通安全

『戦没者遺児による慰霊友好親善事業』
～参加者を募集しています～

　「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」は厚生労働省から

補助を受け実施しており、先の大戦で父等を亡くした戦没者

の遺児を対象として父等の戦没した旧戦地域を訪れ、慰霊追

悼を行うとともに、同地域の住民と友好親善をはかることを

目的しています。

　費用は９万円。日程等の詳細は下記までご連絡ください。

なお、お申し込みは、住まいの各都道府県遺族会へ。

■問い合わせ　日本遺族会事務局　☎０３－３２６１－５５２１

 おわびと訂正

　広報によど川５月号で掲載しました「町の人口・世帯数」に誤りが

ありました。正しくは下記のとおりです。おわびして訂正します。

（誤）　3,281 世帯　　→　　（正）　3,275 世帯
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仁淀川町にもあった！
「ナンジャモンジャ」の花（下名野川）

正式名称「ヒトツバタゴ」

地
域
の
宝

　仁
淀
川
町
の
神
楽・伝
統
文
化

池
川
中
17
年
ぶ
り
の
頂
点  

県
春
季
大
会

秋
葉
の
里
を
堪
能

　秋
葉
の
里
の
釜
炒
り
茶
づ
く
り

清
流
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を
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喫  

あ
め
ご
釣
り
大
会


